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令和４年度事業報告書 
 

近年は、急激な人口減少や複雑な社会情勢の中で「孤独死、虐待、貧困、引きこ

もり、８０５０問題、社会的排除」などの諸問題が顕在化しました。また、新型コ

ロナウイルスの感染が拡大する中で、感染者等は社会から隔離を余儀なくされ、特

に雇用形態や経済基盤が不安定な世帯や、子育て・介護等を必要とする世帯の生活

に大きな影響を与えました。 

 

西脇市社会福祉協議会（以下「社協」という。）では、新型コロナウイルス感染対

策に十分に配慮しながら、地域福祉活動ではフードドライブ事業に新たに取り組み、

ひとり暮らし高齢者会食サービスについては、食事を伴わない「つどい」の場として

再開、各種ボランティア講座や３年ぶりとなるいきいきふれ愛まつりの開催などにつ

いては、ポストコロナの考えのもと、オンラインの活用や、密にならない環境づくり

などの新たな工夫を取り入れながら、社会とのつながりづくりを再構築していきまし

た。 

そして、新型コロナウイルスの影響で生活が経済的に厳しくなった方々に行った、

約２年半にわたる新型コロナウイルス特例貸付事業（県社協委託事業）には西脇市に

おいて 799 件の利用がありました。また、緊急生活支援資金貸付事業（市独自事業）

には令和４年度 35 世帯の利用があり、これらの生活に課題を抱える人々に対しては

民生委員・児童委員や市等と連携し、早期発見・早期支援に努め、支援を行いました。 

 

このほか、介護保険サービスなどを実施している在宅介護課やにしわき南地域包

括支援センターにおいては、家庭にウイルスを持ち込むことがないよう感染防止対

策を徹底し、支援を要する方が安心して暮らせるよう、介護保険サービス等を提供

しました。また、介護保険事業につきましては、利用者の確保や、経費節減によ

り、一層の健全化に努めました。 

 

社協は、「社会福祉法」に規定された公共性の高い「地域福祉の推進を図ること

を目的とする団体」として活動することが求められており、地域に暮らす一人ひと

りが、福祉課題を自分のことと捉え、支援につなげていくことを推進していかなけ

ればなりません。 

 

令和４年度も、第３次地域福祉推進計画の基本理念である『ほっこり いいね・

西脇市～みんなが安心・心つながるまちづくり～』に沿って、直面している福祉課

題や生活課題の解決に向けた取組みを進めました。 

 

その課題解決に向けた具体的な取組みとして、（１）福祉活動の普及と担い手づ

くり、（２）助け合い・支え合い体制の充実、（３）身近な地域での相談体制の充

実、（４）安心な暮らしの充実、（５）安心に暮らせる仕組みづくり、（６）社協

体制の充実・強化といった６つの活動目標のもと、各種事業を推進しました。 

 

以下、各種主要事業・活動とその成果について報告します。 



- 2 - 

 

１ 福祉活動の普及と担い手づくり 

 

（１）地域を支える人づくりの推進 

 

地域活動を担う若手人材や、元気な高齢者等の活動参加を促進し、担い手の育成を

進めると同時に、掘り起こしを行いました。また、学校教育における福祉学習活動へ

の支援等を行い、市民の福祉意識の向上を図りました。 

 

取組み 内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア ボランテ   

ィアの育 

  成・確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の多様な活動が展開されるための講座や研修会を開催しまし

た。 

 
 

内 容 回数 参加延人数 

点訳ボランティア養成講座（市委託事業） 12 12 

みんなの楽しい手話教室 20 210 

こころの病気ってなんだろう ３ 18 

災害ボランティア養成講座 ２ 47 

子育てボランティア講座・子育て支援者研修会 ５ 161 

給食ボランティア研修会 １ 10 

生活支援サポーター養成講座（市委託事業） ６ 114 

音声訳ボランティア養成講座（市委託事業） 

（オンライン） 
６ 17 

合 計 55 589 

前年度 56 441 

比 較 -１ 148 
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イ 福祉学習

活動の推

進（共同

募金配分

事業） 

 

児童・生徒等の福祉への理解と関心の向上を目的とした、情報提

供やボランティア派遣などを行いました。 

（ア）幼稚園、小・中学校、高等学校を福祉教育推進校に指定し、助

成金を交付 

（イ）幼稚園、小・中学校、高等学校や地域の福祉学習への協力の状 

  況 

対応者 延回数 主な内容 

ボランティア 47 
・手話、点字、伴走、手引介助等の指導 

・ボランティア活動に関する講話 

当事者 
16 

 

・高齢や障がいの方による講話と交流 

・手話等の技術指導 

社協職員等 79 

・体験学習プログラムの作成等 

・関係機関や団体との調整、機器貸出 

・中学校、高等学校福祉クラブの活動へ

の協力 

・車いす体験の指導 

合 計 142  

前年度 119  

比 較 23  
 

 

（２）ボランティア活動の推進 

 

ボランティア団体に対する助成や組織化支援、活動に関する情報提供等を通じ、ボ

ランティア活動の活性化を図りました。 

 

取組み 内容 

ア  ボランティ

ア活動の啓

発・情報提供 

 

いきいきふれ愛まつりなどのイベントや、ボランティアセンタ

ーだより等による情報提供を行いました。 

（ア）いきいきふれ愛まつり（３年ぶりの開催） 

 参加人数 

合 計 1,000 

 

（イ）ボランティアセンターだより、ぽっかぽか通信の発行 

年５回発行 
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イ  ボランティ

ア活動への

支援 

 

ボランティアグループ活動の活性化を目的に活動支援を行いま

した。（助成要件を満たしたグループに、３万円を限度に助成） 

 

 
 

 グループ 

合 計 33 

前年度 30 

比 較 ３ 

 

 

 

ウ  ボランティ

ア・市民活動

災害共済の

加入受付 

 

 

 

 

 

 

ボランティア活動中の事故に備えて、保険の加入を受付けまし

た。 

 

保険の種類 加入数 
前年度 

加入数 
比較 

ボランティア・市民活動災害共済プラン 1,677 1,601 76 

天災危険補償プラン ７ ０ ７ 

ボランティア活動等行事用保険 15 ９ ６ 

全社協ボランティア活動保険 769 583 231 

全社協ボランティア行事保険 12 10 ２ 

全社協送迎サービス補償 １ １ ０ 
 

エ  ボランティ

ア登録の状

況 

 

 

 

区 分 グループ 人数 

ボランティアグループ 46 590 

個人ボランティア ― 113 

合 計 46 703 

前年度 44 721 

比 較 ２ -18 
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オ 相談・登録等

件数 

 

 
 

対 象 件数 

一般住民 77 

ボランティア・市民活動団体 ２ 

施設（福祉事業者等）・病院 ０ 

行政機関 17 

社協 ２ 

福祉団体 ０ 

学校・教育機関 80 

その他 10 

合 計 188 

前年度 200 

比 較 -12 

カ  コーディネ

ート調整件数 

 

対 象 調整件数 

在宅 

高齢者 43 

障がい者 ９ 

その他 ０ 

施設（福祉事業者等）・病院 ０ 

行政機関 ６ 

福祉団体 ０ 

学校（福祉学習を含む） 79 

その他 ０ 

合 計 137 

前年度 118 

比 較 19 
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２ 助け合い・支え合い体制の充実 

 

（１）つどいの場の設置・運営の支援 

 

 つどいの場の設置・運営の支援を通じて、地域のふれあいや顔の見える関係づくり

を進めました。  

 

取組み 内容 

 

ア 萩ヶ瀬会館サロ

ンの実施 

（市委託事業） 

 

 

高齢者の憩いや交流づくりの拠点として、総合福祉センター

で、いきいきサロンを実施しました。 
 

 延回数 延人数 内容 

合 計 342 7,149 
総合福祉センターロビーで毎日開催 293回 5,860 人 

火曜日は、おりひめ体操実施 49回 1,289 人 

前年度 326 6,066 
総合福祉センターロビーで毎日開催 283回 5,200 人 

火曜日は、おりひめ体操実施 43回  866人 

比 較  16 1,083  

 

 

 

 

 

 

イ 介護予防ふれあ

いいきいきサロ

ンの開催支援 

（市委託事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高齢者の介護予防に重点をおいたサロンとして、地域での交

流の場づくりを行いました。（助成要件を満たした団体に、年

間６万円を上限に助成） 

南旭町、上本町、山手町、豊川町、戎町、南本町、蒲江、坂本、 

大野、八日町、小坂町新町、郷瀬町、富吉南町、富吉上町、西田町、

野中町、羽安町、板波町、谷町、野村町 6 区、比延町、上比延町、

中畑町、塚口町、明楽寺町、水尾町、喜多、津万井、西澤、前坂 

（平野町は、当初計画申請していたが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止） 

・週 1回、高齢者の介護予防に重点をおいたサロンとして、地

域での交流の場づくりを行いました。（助成要件を満たした団

体に月 1.2万円を上限に助成） 

東本町、下戸田、上丘町(７月～)、大垣内、板波町旭ヶ丘、

鹿野町、堀町、大門、福地、岡、黒田 
 

 箇所数 

合 計 30 

前年度 30 

比 較 ０ 

 箇所数 

合 計 11 

前年度 10 

比 較 １ 
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ウ 地域型ふれあい

いきいきサロン

の開催支援（共

同募金配分事

業） 

 

高齢者等の仲間作りに重点をおいたサロンとして、地域での

交流の場づくりを行いました。（助成要件を満たした団体に年

間５万円を上限に助成） 

上野、小坂町、富田町、日野町、前島町、市原町、大木町、

和布町、高松町、高嶋町、岡崎町、八坂町、門柳、石原、田高、

船町、小苗、森遊びの会、西脇たんぽぽの会、あつまろかい、

ふれあいサロンロビン、子育て支援グループ「てとて広場」 

 
 

 箇所数 

合 計 22 

前年度 24 

比 較 -２ 

 

 

 

エ 元気応援カフェ

事業（市委託事業） 

 

 

 

 

 

週 1 回程度、高齢者の介護予防に重点をおいたサロンとし
て、地域のカフェでの交流の場づくりを行いました。（助成要
件を満たした団体に月 1万円を上限に助成） 

にこにこ喫茶、虹の会工房、重春・野村地区交流推進委員会、
芳田ふれあい直売所すみれグループ、ええまち比也野里、 

ヨッピ会  

 箇所数 

合 計 ６ 

前年度 ６ 

比 較 ０ 
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オ ひとり暮らし高

齢者会食サービ

ス（食事を伴わ

ないひとり暮ら

し高齢者のつど

いとして再開） 

（共同募金配分事業 

【12 月実施分】） 

各地区で月１回、安否確認を兼ねたひとり暮らし高齢者会食

サービスについて、食事を伴わないひとり暮らし高齢者のつど

いとして、10月から再開しました。 

（１回、参加費100円） 

地区名 
４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 
合計 

西脇地区 ― ― ― ― ― ― 36 33 37 40 38 36 220 

津万地区 ― ― ― ― ― ― 13 14 14 15 13 13 82 

日野地区 ― ― ― ― ― ― ８ 8 10 ７ ７ ９ 49 

重春地区 ― ― ― ― ― ― 26 23 33 26 27 30 165 

野村地区 ― ― ― ― ― ― 17 11 16 15 16 17 92 

比延地区 ― ― ― ― ― ― 19 18 22 19 23 21 122 

芳田地区 ― ― ― ― ― ― ５ ９ ６ ６ ７ ６ 39 

黒田庄地区 ― ― ― ― ― ― 13 12 10 14 18 16 83 

合 計 ― ― ― ― ― ― 137 128 148 142 149 148 852 
 

カ 介護者のつどい 

  の開催 

（市委託事業） 

在宅介護者の精神的、肉体的な負担の軽減及び心身のリフレ

ッシュを目的に、介護教室等を行いました。（年 10回） 

 内 容 参加人数 

６月 笑いヨガ、情報交換会 28 

７月 ものづくりで科学を知ろう、情報交換会 23 

８月 マイナンバーカードの話、情報交換会 18 

９月 オカリナ演奏、情報交換会 26 

10月 認知症の話、情報交換会 25 

11月 ミュージックケア、情報交換会 25 

12月 絵馬づくり、情報交換会 26 

１月 血管年齢を測ろう、情報交換会 24 

２月 楽しい手品、情報交換会 25 

３月 折り紙、情報交換会 22 

 合 計 242 

 前年度 223 

 比 較 19 
 

 

 

 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、４月～９月

の期間中止 
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（２）住民主体の地域福祉活動の推進 

 

 地区まちづくり活動と連携を図りながら、住民が地域課題について情報共有、連携、

住民同士の支え合い活動を協議する場（第２層協議体）の設置支援等を行いました。

また、地域福祉拠点づくりを推進していくために、地区よろず相談所の設置を推進し

ました。 

取組み 内容 

ア 生活支援体制整備事業 

  （市委託事業） 

地域住民が主体となった生活支援・介護予防サービ
スの充実に向けて、高齢者の生活を支える体制づくり
を進めました。 

 

項目 件数 
協議体に関すること 11 
生活支援サービスのニーズ把握、情報
収集及び情報発信等 

121 

生活支援サポーター事業に関すること 210 

合 計 342 

前年度 404 

比 較 -62 

イ 生活支援サポーター活

動支援事業（市委託事

業） 

高齢者の簡単な家事援助や話し相手等を行う、生活

支援サポーターの活動支援を行いました。 
 

前年度 
延支援回数 

延支援回数 利用者数 
サポーター 

活動者数 

459 513 20 24 

ウ 高齢者等見守り買物支

援事業 

買い物等が困難といった高齢者等に、32 協力事業所

を掲載した「ちょっとした困りごとお助け手引き」を配

布し、安心して日常生活が送れるよう事業所による見

守りの強化を図りました。 

 お助け手引き利用件数 
合 計 139 
前年度 117 
比 較 22 

 

エ 地区よろず相談所の設

置助成（共同募金配分事

業） 

地区のコミセン等に設置するよろず相談窓口の運営

助成を行いました。 

 件数 
合 計 ４ 
前年度 ４ 
比 較 ０ 
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オ 社会福祉法人のネット

ワーク 

 
社会福祉法人同士で情報交換や連絡調整を行い、社

会貢献活動を促進しました。 
開催日 内容 

７月４日 

・令和３年度西脇市社会福祉法人連絡協
議会事業報告について 
・令和３年度西脇市社会福祉法人連絡協
議会決算報告について 
・西脇市社会福祉法人連絡協議会役員改
選について 
・令和４年度西脇市社会福祉法人連絡協
議会補正予算（第１号）について 

10月28日 

・令和４年度西脇市社会福祉法人連絡協
議会事業計画の変更について 
・令和４年度西脇市社会福祉法人連絡協
議会補正予算（第２号）について 
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３ 身近な地域での相談体制の充実 

 

（１）情報提供の充実 

 

広報やホームページなどを通じて、地域活動・ボランティア活動に関する情報を、

広く市民に提供しました。 

 

 

 

取組み 内容 

ア 社協だよりの

発行（共同募

金配分事業） 

  

福祉サービスやイベント、講座等の情報提供を行いました。 

発行日 内容 

５月１日 
社協事業計画・予算、社協会費のお願い、ボラン
ティア養成講座のお知らせ、在宅介護者のつど
い 他 

７月１日 
社協事業報告・決算報告、ボランティアセンター
だより 他 

９月１日 
赤い羽根共同募金運動のお願い、フードドライ
ブのお願い、ボランティアセンターだより 他 

11月１日 
社協会員の報告、歳末たすけあい運動のお願い、
いきいきふれ愛まつりのお知らせ 他 

１月１日 
社協会長新年の挨拶、ボランティア養成講座の
お知らせ 他 

３月１日 
赤い羽根共同募金、歳末たすけあい運動の報告、
いきいきサロン説明会のお知らせ、ボランティ
ア・市民災害共済のお知らせ 他 

 

イ ホームぺージ

の充実（共同

募金配分事業） 

 

ホームぺージを活用し、タイムリーな情報提供を行いました。 

 

 

ウ 声の広報活動

支援事業 

（市委託事業） 

 

 

 

「広報にしわき」等の音声訳ＣＤをボランティアが作成し、

視覚障がい者へ情報を届けました。 

 件数 

合 計 15 

前年度 14 

比 較 １ 
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（２）相談体制の充実 

 

地域における相談窓口の周知を図り、相談体制の充実を図りました。 

 

取組み 内容 

 

 

 

ア 心配ごと相談事業 

 

 

 

 

日常生活上の様々な悩みを社協職員（社会福祉士等）

が聴き、適切な助言・援助を行いました。（毎週月曜日、

総合福祉センターで開設） 

 件数 

合 計 25 

前年度 36 

比 較 -11 
 

 

 

４ 安心な暮らしの充実 

 

（１）在宅福祉サービス事業の推進 

 

 ひとり暮らし高齢者や障がいのある人など、日常生活を送る上で何らかの手助けを

必要とする人に対して、地域で安心して日常生活を送ることができるよう、支援を行

いました。 

 

取組み 内容 

ア ふれあい給食

サービス 

 

ひとり暮らし高齢者等の安否確認を兼ねて、週１回の給食サー

ビスを行いました。調理､配送はボランティアが行いました。 

（１食300円） 

 実施回数 延食数 

合 計 42 3,100 

前年度 43 3,221 

比 較 -１ -121 
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イ マイクロバス

の運行 

社協が所有するマイクロバスの運行を行いました。 

 運行回数 利用人数 

合 計 90 1,194 

前年度 34 471 

比 較 56 723 
 

ウ 車いすの貸出 

介護保険対象外の要介護者等に対して、車いすを貸出しまし

た。 

 利用回数 

合 計 91 

前年度 92 

比 較 -１ 
 

エ ＡＥＤの貸出 

各種イベントにＡＥＤを貸出しました。 

 利用件数 

合 計 13 

前年度 ４ 

比 較 ９ 
 

オ 出産祝い事業

（共同募金配分事業） 

新生児に対して、お祝い品をお渡ししました。 

 配布人数 

合 計 204 

前年度 221 

比 較 -17 
 

カ 慶祝訪問事業

（共同募金配分事業） 

最高齢者を訪問し、お祝い品をお渡ししました。 

 対象人数 

合 計 １ 

前年度 １ 

比 較 ０ 
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キ フードドライ

ブ事業（善意銀

行の運営事業） 

令和４年８月 1日から新規事業として、家庭等で余っている食

料品等を持ち寄り、食料の確保が困難な個人や団体にお渡しし

ました。 

（西脇市社会福祉法人連絡協議会に加盟している社会福祉施設

等で受付しました。） 

 受付件数 

合 計 109 

 

 配分件数 

合 計 41 
 

ク 新型コロナウ

イルス自宅待

機者買物代行

事業 

新型コロナウィルス感染者・濃厚接触者として、保健所から自

宅待機を求められ、食料や日用品の買い物、薬の受取りに困って

いる方の代行を行いました。 

 配分件数 

合 計 15 

前年度 ５ 

比 較 10 
 

ケ 福祉団体活動

助成(共同募金

配分事業等) 

市内で活動する福祉団体に対して、助成金を交付しました。 

 件数 助成金額 

合 計 11 2,608,000 

前年度 11 2,509,000 

比 較 ０ 99,000 
 

コ 福祉施設振興

助成（共同募金

配分事業） 

市内の認定こども園を設置する社会福祉法人に対し、施設運

営、整備を目的に助成金を交付しました。 

 件数 助成金額 

合 計 ８ 2,031,750 

前年度 ８ 2,151,900 

比 較 ０ -120,150 
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（２）介護保険等サービスの推進 

 

介護保険等サービスの充実を通じて、住み慣れた地域で生活を継続できるよう支援

を行いました。また、各種サービスの調査研究など、サービスの質の向上に関する取

組みを進めました。 

 

取組み 内容 

ア 居宅介護

支援事業 

居宅介護支援事業所として、介護保険法に基づく指定居宅介護支援

サービスを行いました。 

 

（ア）要介護度別利用者数 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

４月 10 21 44 43 19 ７ 12 156 

５月 10 20 41 43 20 ８ 12 154 

６月 ８ 18 44 43 24 ８ 11 156 

７月 ８ 17 42 41 24 ７ 10 149 

８月 ８ 20 42 42 24 ６ 11 153 

９月 ８ 20 45 41 23 ８ 11 156 

10 月 ７ 21 45 42 23 ８ 12 158 

11 月 ７ 21 46 35 22 ８ 11 150 

12 月 ７ 20 47 35 20 ８ ８ 145 

１月 ７ 20 46 34 21 ７ ７ 142 

２月 ７ 21 43 34 22 ６ ６ 139 

３月 ９ 20 41 35 24   ８ ６ 143 

月平均 ８ 43 44 39 22 ７ 10 150 

合 計 96 239 526 468 266 89 117 1,801 

前年度 179 518 623 473 240 133 101 2,267 

比 較 ‐83 ‐279 ‐97 ‐５ 26 ‐44 16 ‐466 

 

（イ）要介護度別利用者数（実人数）及び割合 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

人数 11 21 47 54 33 14 18 198 

割合(％) 5.5 10.6 23.7 27.3 16.7 7.1 9.1 100 
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イ 訪問介護

事業 

介護保険法に基づき、指定訪問介護事業所として訪問介護サービス

を行いました。 

 

（ア）月別利用者数、訪問回数 

 利用 

人数 
訪問 

回数 

訪問内容別回数 

介護 予防 生活型 身体型 身体･生活型 予防 

４月 51 29 821 222 333 110 156 

５月 52 29 868 246 357 110 155 

６月 57 24 844 246 350 110 138 

７月 58 21 876 275 401 93  107 

８月 58 24 923 279 406 113 125 

９月 60 26 942 284 380 144 134 

10 月 62 24 944 285 371 157 131 

11 月 61 25 905 291 318 166 130 

12 月 62 23 924 281 337 181 123 

１月 62 25 888 263 303 188 134 

２月 58 26 895 229 330 204 132 

３月 59 25 974 254 346 235 139 

月平均 58 25 900 263 353 151 134 

合 計 700 301 10,804 3,155 4,232 1,813 1,604 

前年度 607 295 9,762 2,973 3,402 1,655 1,732 

比 較 93 6 1,042 182 830 158 -128 

 

（イ）要介護度別利用者数（実人数）及び割合 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

人数 11 20 29 26 12 ６ ７ 111 

割合(％) 9.9 18.0 26.1 23.5 10.8 5.4 6.3 100 
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ウ 訪問入浴

介護事業 

介護保険法に基づき、指定訪問入浴介護事業所として訪問入浴介護

サービスを行いました。 

 

（ア）月別利用者数、訪問回数 

 利用者数 訪問回数 

介護 予防 介護 予防 

４月 ９ ０ 35 ０ 

５月 ９ ０ 34 ０ 

６月 ７ ０ 34 ０ 

７月 ８ ０ 32 ０ 

８月 ６ ０ 29 ０ 

９月 ６ ０ 29 ０ 

10月 ６ ０ 27 ０ 

11月 ６ ０ 29 ０ 

12月 ７ ０ 25 ０ 

１月 ７ ０ 28 ０ 

２月 ７ ０ 26 ０ 

３月 ６ ０ 25 ０ 

月平均 ７ ０ 29 ０ 

合 計 84 ０ 353 ０ 

前年度 93 ０ 375 ０ 

比 較 -９ ０ -22 ０ 

 

（イ）要介護度別利用者数（実人数）及び割合 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

人数 ０ ０ ０ ０ ０ ４ ８ 12 

割合(％) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 100 
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エ 訪問看

護事業 

 

医療が必要な利用者に対し、医療機関やサービス事業者等との連携を

図りつつ、訪問看護サービスを行いました。 

 

（ア）月別利用者数、訪問回数 

 介護保険 医療保険  

緊急 

連絡 

 

対応 

利用者数 訪問回数 
利用

者数 

訪問 

回数 

電話 

相談 

訪問 

回数 介護 予防 介護 予防 

４月 84 13 466 41 38 351 43 29 14 

５月 82 15 484 48 39 337 41 23 18 

６月 86 15 533 67 36 331 19 ７ 12 

７月 85 14 509 60 35 303 38 21 17 

８月 84 14 565 61 33 332 56 30 26 

９月 78 14 473 59 32 285 45 34 11 

10 月 84 14 504 52 31 267 39 15 24 

11 月 81 11 469 45 32 265 50 22 28 

12 月 78 11 479 38 29 261 37 16 21 

１月 76 12 494 41 30 271 38 18 20 

２月 73 13 424 49 31 265 25 10 15 

３月 76 13 496 59 35 319 41 21 20 

月平均 81 13 491 52 33 299 39 21 19 

合 計 967 159 5,896 620 401 3,587 472 246 226 

前年度 1,000 154 5,386 583 427 4,192 506 258 248 

比 較 -33 5 510 37 -26 -605 -34 -12 -22 

 

（イ）要介護度別利用者数（実人数）及び割合 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

人数 ５ ８ 37 32 20 15 11 128 

割合(％) 3.9 6.3 28.9 25.0 15.6 11.7 8.6 100 
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オ 障害者

総合支

援法に

基づく

障害福

祉サー

ビス事

業 

障害者総合支援法に基づく居宅介護サービスを行いました。 

 

（ア）利用者実人数 

 身体障がい者 知的障がい者 精神障がい者 

合 計 18 ３ 14 

前年度 14 ３ 12 

比 較 ４ ０ ２ 

 

（イ）利用回数、利用時間 

 利用回数 利用時間 

家事援助  1,653 1,756時間 45分  

身体介護  795 519時間 30分 

通院介助 身体介護なし 92 144時間 30分 

身体介護あり ３ 3時間 30分 

小計 95 148時間 

移動支援 

 

   

身体介護なし 26  92時間 

身体介護あり ０ 0時間 

小計 26 92時間 

同行援護  278 288時間 

合 計 2,847 2,804時間 15分 

前年度 2,698 2,763時間 45分 

比 較 149 40時間 30分 
 

 

 

カ  西脇市

からの

委託事

業 

 

 

 

 

（ア）要介護認定調査事業 

 介護支援専門員が、介護保険法の要介護認定に必要な更新を行うため

の訪問調査を行いました。 

 実利用人数 

合 計 ７ 

前年度 17 

比 較 ‐10 
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（イ）認知症家庭支援訪問介護事業 

 介護保険の訪問介護サービスを継続利用している認知症高齢者の居

宅での見守り・話し相手、散歩等の付添い、趣味の手伝い等の援助に、

ヘルパー派遣を行います。 

 実利用人数 訪問回数 利用時間 

合 計 １ 53 53時間 

前年度 １ ７ ６時間30分 

比 較 ０ 46 46時間30分 

 

（ウ）重度身体障害者入浴事業 

 介護保険の対象とならない重度障がい者に対し、訪問入浴サービスを

行いました。 

 

 実利用人数 訪問回数 

合 計 １ 30 

前年度 ２ 56 

比 較 -１ -26 

キ にしわ

き南地

域包括

支援セ

ンター

運営業

務 

 

 

にしわき南地域包括支援センターに専門職（看護師、社会福祉士、主

任介護支援専門員）を配置し、必要な介護サービスや保健福祉サービス、

その他、日常生活支援などの相談に応じました。 

 

（ア）包括的支援業務 

 相談件数 

合 計 2,673 
前年度 2,549 
比 較 124 

 

（イ）介護予防支援 

 

（ウ）介護予防ケアマネジメントＡ 
 

 包括（件数） 居宅委託（件数） 
合 計 452 1,377 
前年度 391 1,541 
比 較 61 -164 

 包括（件数） 居宅委託（件数） 
合 計 259 482 
前年度 198 616 
比 較 61 -134 



- 21 - 

 

（３）権利擁護活動の推進 

  

判断能力が十分でなくても、住み慣れた地域で暮らし続けられるように、支援を行

いました。 

 

取組み 内容 

ア  福祉サー

ビス利用

援助事業

（県社協委

託事業）  

認知症高齢者、知的障がい者､精神障がい者など、判断能力が十分

でない人に対して、福祉サービスの利用や日常的な金銭管理などの

援助を行いました。 

前年度 

契約件数 
新規契約件数 解約件数 契約件数 延援助回数 

34 11 ８ 37 1,009 
 

 

（４）生活困窮者への支援体制の充実 

  

民生委員・児童委員や市等と連携し、生活に課題を抱える人の早期発見・早期支援

に努め、本人の状況に応じた支援を行いました。 

 

取組み 内容 

ア 生活福祉資金貸付事業 

（県社協委託事業） 

低所得で、他からの資金利用が困難な世帯に対して、

経済的自立支援を図るため、民生委員・児童委員と連携

して、資金の貸付を行いました。 

また、新型コロナウィルス感染症の影響による休業

や失業等により、生活資金にお悩みの方に対して、令和

４年９月まで緊急小口資金等の特例貸付を行いまし

た。 

 件数 金額 

合 計 152 23,310,000 

前年度 323 154,008,000 

比 較 -171 -130,698,000 
 

イ 緊急生活支援資金貸付

事業 

低所得者に対して、民生委員・児童委員と連携して、

一時的な生活つなぎ資金の貸付を行いました。（５万円

を上限に貸付） 

 件数 金額 

合 計 35 1,540,000 

前年度 19 770,000 

比 較 16 770,000 
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５ 安心に暮らせる仕組みづくり 

 

（１）災害時支援体制の推進 

 

 災害ボランティア養成講座等を開催し、防災に対する住民意識の醸成を図るととも

に、災害ボランティアセンターの体制の充実を目指しました。 

 

取組み 内容 

 

ア 住民の防災に対する

意識の醸成 

 

 

内容 回数 参加延人数 

災害ボランティア養成講座（再掲） ２ 47 

 

 

 

６ 社協体制の充実・強化 

 

（１）社協組織の強化 

 

 福祉サービスの安定的な提供と市民の多様な福祉ニーズに対応するため、組織体制

の強化に取組みました。 

 

ア 理事会の運営 

開催日 内容 出席人員 

６月８日 

・令和３年度西脇市社会福祉協議会事業報告について 

・令和３年度西脇市社会福祉協議会社会福祉事業会計、

公益事業会計収入支出決算報告について 

・令和４年度西脇市社会福祉協議会社会福祉事業会計補

正予算（第１号）について 

・西脇市社会福祉協議会評議員選任・解任委員会委員の

選任について 

・西脇市社会福祉協議会役員候補者の選任同意について 

・西脇市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦につい

て 

・西脇市社会福祉協議会評議員会の開催について 

理事13人 

監事１人 

 

９月２日 
・西脇市社会福祉協議会評議員選任候補者の推薦につい

て 

理事14人 

監事２人 

11月８日 

・令和４年度西脇市社会福祉協議会会計補正予算（第２

号）について 

・第52回西脇市社会福祉協議会評議員会の開催について 

理事11人 

監事１人 
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３月 16日 

・令和４年度西脇市社会福祉協議会会計補正予算（第３

号）について 

・令和５年度西脇市社会福祉協議会事業計画について 

・令和５年度西脇市社会福祉協議会資金収支予算につい

て 

・令和５年度西脇市社会福祉協議会会員加入依頼の実施

要領について 

・西脇市社会福祉協議会役員候補者の選任同意について 

・西脇市社会福祉協議会評議員候補者の推薦について 

・役員賠償責任保険契約の締結ついて 

・西脇市社会福祉協議会評議員会の開催について 

理事11人 

監事１人 

 

イ 評議員会の運営 

開催日 内容 出席人員 

６月 28日 

・令和３年度西脇市社会福祉協議会事業報告について 

・令和３年度西脇市社会福祉協議会社会福祉事業会計、

公益事業会計収入支出決算報告について 

・令和４年度西脇市社会福祉協議会社会福祉事業会計補

正予算（第１号）について 

・西脇市社会福祉協議会役員の選任について 

評議員30人 

理事３人 

監事２人 

11月 28日 
・令和４年度西脇市社会福祉協議会会計補正予算（第２

号）について 

評議員22人 

理事２人 

監事２人 

３月 29日 

・令和４年度西脇市社会福祉協議会社会福祉事業会計、

公益事業会計補正予算（第３号）について 

・令和５年度西脇市社会福祉協議会事業計画について 

・令和５年度西脇市社会福祉協議会会計資金収支予算に

ついて 

・令和５年度西脇市社会福祉協議会会員加入依頼の実施

要領について 

・西脇市社会福祉協議会役員の選任について 

評議員25人 

理事３人 

監事１人 
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ウ 監査 

開催日 内容 出席人員 

５月 30日 ・令和３年度事業監査及び決算監査 
監事２人 

理事１人 

エ 評議員選任・解任委員会 

開催日 内容 出席人員 

６月 14日 ・西脇市社会福祉協議会評議員の選任について 委員３人 

11月８日 ・西脇市社会福祉協議会評議員の選任について 委員３人 

３月 20日 ・西脇市社会福祉協議会評議員の選任について 委員３人 

 

（２）自主財源の確保 

  

社協の財源は、市・県社協等の補助金、委託金、住民等からの会費、共同募金の配

分金、善意銀行からの繰り入れが多くを占めており、社協の認知度を高めながら、財

源基盤の整備を進めました。 

 

取組み 内容 

ア  社協会員

加入 

 

・社協事業の充実を図るために、８地区で社協会員加入の説明会を５

月に実施しました。 

【開催月】６月～ 

【対象者】各地区区長・町内会長及び民生委員・児童委員 

 

イ 社協会員 

会費実績 

 

 

会員種別 件数 金額 

世帯会員 12,646 5,586,850 

個人会員 235 557,500 

団体会員 339 1,463,000 

合 計  7,607,350 

前年度  7,582,801 

比 較  24,549 
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ウ  善意銀行

の運営 

市民からの寄附を受ける窓口として啓発し、その寄附金を効果的

に払出しました。 

（ア）預託の内訳 

 件数 金額 

供養預託 ４ 425,000 

一般預託 106 567,935 

合 計 110 992,935 

前年度 114 654,071 

比 較 ‐４ 338,864 

 

物品預託 59 

自動車１台 

車いす１台 

米２㎏(48袋) 

フードドライブ109件(再掲) 

 

（イ）払出の内訳 

 金額 

災害見舞金として払出 30,000 

社協活動への払出 900,645 

合 計 930,645 

前年度 652,212 

比 較 278,433 
 

エ  赤い羽根

共同募金

運動 

 赤い羽根共同募金運動説明会を、８地区で９月に実施しました。 

【開催月】10月～ 

【対象者】各地区区長・町内会長及び民生児童委員 

 

（３）その他 

 

社協が総合福祉センター（萩ケ瀬会館）の指定管理を受け、適正に施設管理を行い

ました。 

 

取組み 内容 

ア 総合福祉セン

ター（萩ケ瀬会

館）の管理運営 

（市委託事業） 

 

指定管理者制度による施設管理を行いました。 

 利用件数 利用人数 

合 計 1,805 25,852 

前年度 1,682 22,905 

比 較 123 2,947 
 

 


